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目  次  水魔誠を機み上げた水源での増水魔減の程度に関する   

槽報が正確にとれない。そこで安全を第脚轟として常時   

通水を行う傾向が強い。  

4．降雨時に少々水闇が深水になっても水稲に悪影響は   

出ない。1誓文の′j、さい悶檎時には降弼需よる冠水も考   

えられるがこの時期ほ水闘士嬢の間隙の飽和や地下水   

位上界のための浸透兇が多く減水深が大きい。  

5．降雨を兇込んで職水魔を減らしても水源である河川   

にダムが存在するか，滅兇分をため池や開腹池へ導入   

するをどの地区外からの外的繋【表】がなければ何ら操作   

の効用がない。  

ニのようなことから余撞の太降雨でもない眠り降雨に  

対しての取水裸作は鋭敏なものではなかったのではなか  

ろうか。  

しかレ争目，水資瀬はひっ迫，水田欄水管理技術の進  

展といった状況から田面降雨を水資源計画に組み込むこ  

とが要求されてきている。本小論ではこの要求に資する  

ため明治用水地区で降雨兇と鹿薬用水ユ牧水魔♂）対応の実  

態を把握し考察した。  

Ⅰ．地区の概況  

明治用水は，愛知県のほぼ中央に当たる安城市を中心  

に岡崎・愈閏・知立・刈谷・高浜・ま掛覇・西尾の8市に  

またがり，螢】乳市水源町地内の矢作川及び岡崎市朝川町  

の巴川を水源として，矢作川着樺の約7，70肋αを潅漑し  

ている。束商は欠伸川，北は逢妻川，酉は衣浦湾に臨む  

山膵で南北22km，動須3kmである。地勢は，北東部より  

南離l；に向かい，約り800～り1，500で楯斜し∴様商硯  

飽田1首♂）高地部で26m，矧私 高浜，刈谷各市の低地郎   

t．地区の概況  

□．資料の鮭埋  
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V．考察の問題点と残された課題………………… 60  

ま え が き   

かんがい期間中牒水地区に降戸汚カゼ声ったとき河川から  

塀水される農業用水の取水厳にどのよう別添作が施され  

るであろうかひ用水地区が純藤村地域であればこの降雨  

に対する塀水の操作が掩稜的になされることは少ないよ  

うである。その理由としては以下のようを事項が考えら  

れる。  

L純藤村地域では用排水系統が地形勾傑黒磯く依存し   

ている自然流下形態が多い。この形態での送配水管理   

は用水幹線水路の水位変動伽覇王水位低下00がないよ   

うに水位が一碇に保たれる傾向が強い。すなわち簸落  

・大学等の各支線周水麟低地l夏が経験的・慣習的に地   

区内・地区閤の梢水魔の網節を行うので，幹線水路に   

は常時送配水に都合のよい血・意の流れのあることが要   

求される。  

2．犬用水地区では周水路の下流部に常時周水不足地帯   

があることが多く，降雨時に至って充分な用水を送る   

ことができる。  

3．小相承地区はともかく犬用水地㌻夏では用水路通過が   

良く降雨腰と‡附く魔の応答がとり難い。すなわち減水   

停止後の水伎回復時瀾山倒闇昭澗トや各周水地ぽの用  

昭和55年6Jヨ30‡こヨ 受理  
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で5～9mで，おおむね平抱である。この地域の台地は  

矢作川グ）洪碩層よりなり，低地は沖醸層よりなる。（図  

州1，明治用水百年史編さん委員会：明治メ羽水概要潜，  

昭利5碩ミ）  

絡延投は287．4kmに及び，幹線水路延長だけで336．引くm  

に透する犬用水地l夏である。  

Ⅱ．資料の整理  

降雨餞と塀水袋の対応をみるために図∴2（7）ような資  

料整理を試みた¢構軸にヱ】ま旬平均の暮］降雨高を，縦軸に  

半
句
平
均
冒
取
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半句平均馴蜂雨嵩n川l／目  

傍ト2 降戸－ミiと取水の対応嫉念  
段卜1 t鞘魚用水の略担】   

章三水源は矢作川に求められ河川食酢面締切の嘲食用水頗  

首工によって両脚保水がをされている。漁火取水魔張磯  

水・土工水食わせて42．172汀りsである。明治瀾水地区は  

右刺こあり右樺最大取水魔の内訳は農業用水30nりs∴‡二  

薬用水4・015汀りsで針34欄5nりsである。エ基馴くは現  

時点では敷大王操水j濃のさ銅くに至っていない。   

用水は導水路である晰台本子庶によって覚益地まで淵か  

れ，粟井筋，ゆ舛筋，西井筋の3大幹細水路に分水きれ  

るミニの相承はさらに130本の′J、幹線水路を通じて塞媚  

梢永池ばへ配水されているのである。小幹線水路のうち  

粟井筋御畠に繋をがる西城閉水は速く欠作川産樺海岸近  

くの西尾市まで送られている。  

晰台本流を含む幹線水路4＊の延長は49．5如侶小粋線水  

同じく半句平均の日塀水深（増水應／受益蘭漬）をとる。  

この両者の対応は逆比例するものとし想蔑対応直線を考  

える。つまり降雨があれば闇而に用瀬が補給されること  

であり，その分だけき那鋸酎‡】に必撃とされる取水煩が減  

ると推測するのであるゎ  

次に許料を図化した後，この懇意対応檻挽から外れるも  

のの内容を吟味する。ニれによって渇水・教雨等通計の  

降雨と取水グ）対応から外れるものを捨象し改めて対応関  

係の検紺を行う。  

資料を半句平均としたのほ次の理由による。  

1．【ヨ々で盤瑚するのは少々繁雑である。  

2．降級ま∧迭の階層・分布による降雨の印面及び地区内残留   

期間が不明である持 その意味ではlヨ々で整潤きしてもゃ   

旬で駐哩しても残留期間の覇1次近似としては同じで   

ある。  

3．農業用水の取水威張作期によって…党である矧句が   

＊昭祁47衝こ矢作川着静低地郎の塵東川沼牒用制水土地   

改良区1，095わ〟がけ断食拝j水と合併したか旧用排水地Ⅰ賞   

の幹線水路は改めて焼栗井筋として明治用水の幹線に   

別け）っている。しかし，水源ほ明治頭首二〔とは別系統で   

である☆  
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強い。すなわち少魔の降雨によ凋牒々の増水兇変勒は   

あまりない。  

稲作作期に一ついては次の6期に分けそれぞれの作期に  

ついて降雨と増水兇の対応をみた。作期別じ降雨と塀水  

の対応が異怒る可瀧憎があるからである。  

ち50mm／lニ！以上をm血・応大磯の規準と見立て別枠としたも  

のである。   

同じく‡紗～1】で暫に半分染めたノ封ま当掛1掬のi弥準旬黒  

革旬総魔1那加巌＝の降jこ】紬ゞあった場合である。すなわ  

ち大旗の兜行降戸亨紳）残留効凝ミを見込んで別枠としたもの  

である¢   

㊤は当緒半句と‡拍車旬の総弼＝jぷ至を合計したものが100  

－潤を越した場合である。伺じ100mⅢでも‡捕挙句のみの影  

響ではなく長期問多雨の影響をみるためのものである。   

∈∋は当該半句の酢iま旬が撫降雨であった場合を示すめ  

連続干天の呈；り鸞をみるものである。以上はいずれも対応  

関係から外れるものの吟味のために検紳作業に入る抑こ  

あらかじめ予想したものである。  

．誉だ ぢ一 の首級＋明  

（4メ弓箭5半句～5月第4半句）  

（5jこ一節5準旬～6月笛2半句  

（6j∃第3三！沌巨7メ＝】第㌃針如  

（7月第3半句木7月第5半句）  

（7j弓第6半句～8j〕箪6半句）  

（9j〕第1準触‰9月第6半句）  

（忍城）の資料は明治周水土地政  

＝ 盲勘で㌧水張づ柑  

ii）代カキ・田植期  

】ii）来生期  

iv）中干し期  

∨）中辛し後  

〉＝ 薄凍瀾  

な鯨取水放と降灘闇  

良医の資料と愛知終岡崎戯灘瀾傑灘瀾漸り磯溝川利水雑  

食管鮮著三報」をそれぞれにき勘ゝた。期間は榊‖46年叫㌦49  

年の4ケ年と昭和50年執心5摘け）5ヶ年の2鰍二分けて行  

った。これは図】3のように昭和50笹度以降明治用水池  

区の顆水魔骨増大したためである。   

対応関係をみる指櫻の1つであるj揆水深は取水ま鎮を受  

益面碩で割って罪揖する。受益面梯萬年毎に変化し考察  

期間ゆ晶灘ではないので，年度毎び）受去象面潰を用いた。  

（lV，l巽ト1摘鋸靴   

上紀のようにして酪埋した伴性で⑳に染めた点は当該  

半句に50－れ∫l濾越え引降雨昭があった場合である。すなわ  

！妄Ii   

‖降l′l5■誓；嘉 5り   班詣半句   

＝滞棚減モ1状   

憂；敬i′＝拍 ぶち 那  朋      ⑳       ㊦    i筆jiうIj  団  射射侶恥＞腑  き錮吏1】り‡プも与ノij∈j！う‡j  回  l頒紺硝㍍：0  別や旬  

∴■＼j．   

⑳作期のすれ   

の榔腑糊榊  

Ⅱ．作期別にみた降雨高と取水深の対応   

＝ 苺描い水灘朝（図州射  
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（教科：明治用水・土地改良区取水紀騒〉  

10  20  
－・い－：・二さ  

図…4a 水張り期をS46軋S49）   
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取水激増がそのまま反映されたものである。しかし，昭  

和50年代の降雨高と取水探♂）対応にほバラツキが日立つ  

その大きな婁園は代カキ・田植期の前進である。図中⑳  

印を付けたものは5月第4半句の資料である。昭和50年  

代では5月第4半句は代カキ・田植糊に入っており，そ  

のために資料がバラックのである。   

椚 代カキ・田植期（閣－5）   

昭和40年代は苗代・水張り期の傾向と同じである。干  

天時の賽緒戦水深は当然の挙ながら山挙に24nlm／甘前後  

に増大している。代カキ・田植期の僕i中㊥糾ま昭利46年  

・47年の5月第5半句であり年々の田植期前進による竃ざ  

代・水張り期との過渡期で．代カキ・悶絶期としては取水  

深が低いものと脅えられる。図冊6に昭和48年と昭和53  

年の田植期を示す。明治用水が檻接掛る地‡真のものでは  

ないが周水地屡としては明治用水地区であり傾向は示す  

ものと考えられる。   

昭和50年代に入ると昭和40年代に校べ干天時の取水探  

はさらに約10mm／目上界している。これと共に降雨瀾が増  

加しても取水深が山麓である不感滞はをくなり点群は想  

走対応直線にのる傾向を示している。ただ1慮降雨高O  

mm／目で取水深24．仇ml／冒と異常に低い低がある。これ  

は昭和50年5月第5旬のものである。原懐は同じ5賃の  

明治用水ではこの期の干天時実績取水深は8～1鮎川／日  

経後である。降i線高と秋水深の関係は想定対応経線にの  

らない。6～8mm／Elぐらいの降雨嵩までは取水深は一  

定不変の傾向にある。降雨高がこの点を越すと取水溌は  

減りだし逆比例の夜練対応関係がみられる。   

昭和40年代に較べて昭和50年代は降雨高と取水深の関  

係は上かこシフトしたものとなっている。昭和50年代の  

0  10  20  
：        r、、l、－1Cし：J  

図州4王 水弱毒ぎ）ユ別（S5（トS54）  

◎   

⑳ ⑳   ⑳   

10  20  30  
・・、・－一丁二㍉  

‡溺州5b 代カキ・肛植期（S50～S54j   

10  20  
！：r・1二こ．・  

図血5a 代カキ・印紙期（S49～S49）  
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周   囲  

∴嘩慄封膚隼 －－－－－ …も胴1】5綱三  

組線二束渥－き・防代  

無線：代カキ・朋植  

樹刷6＋闇粗期の嗣進  

発知リー膵咽磯地阻紗l緩断簡㌣転作川1経れ掛野斜聯附軋はり作成  

第3半句から第4半句にかけての遡紙6釧矧琴雨で総雨  
＝  

兇62mmを記録したためであろう。雨威そのものとしては  

大雨というほどのものではないが，連続l封扱が効いたも  

のと考えられる。  

鋸卜終生期（拶ト7）  

⑳ 

mmふ ⑳  

10  20  30  
●、－・－一一：■．・  

l三業ト7b 養 生 期（S50～・S54）  

に出ている。これは降雨魔が予想外に大きくなったか、  

もしくは単孝錮勺なために取水を絞る操作が遅れたことに  

よると考えられる。さらに干天将J怖〕の放終＝に降稚が  

あり当！ヨj保水を絞っても半句平均のため前】‡ほでの塀水  

が効いて増水深の俄がそれほど下らないことも考えられ  

る。逆に大鹿の先行降雨を示す㊦は想定対応直線の内側  

に1立；挺する。ニれは前半旬に総叔100rnJmを越す雨数があり  

そ♂）残傑ほ胤等級して増水を絞っているからであるゎ   

当該半句とその前半旬の合闇価闇が100川rnを越える㊤  

印であるが，これは長雨の結架の大雨を示す′むのである。  

この場合は前2者よりはかなり悪意対応百姓線に近く患っ  

ている。）   

昭和40附モの1馴】で悪覚対応斑紋の下にくる（D糾二丈大  

渇水隼であった昭㈲朋昨明戊のである。ニの年の粟生期  

は各利水団体による矢作川lの渇水開腹が行われ平時の半  

分伎に増水炭がおさえられた。従って想定対応眩線から  

は大きく外れている。逆に想定対応直線のじに⑲が出て  

いる。これは】粧狛礪年6月芽3，第4準旬の備を示す。  

ニの時期は当時としてはまだ田植期であり発生‡三期よりは  

塀水深が大きいのであるむ   

昭和50年代の図照一で降紬劉4．6m－nハヨ1J汽水深26．0け）†n  

ハ封堅剛i】のプロットがあり，想定対応縦線から大きく  

外れている。これは昭利51年6月第5判泄）ものであり，   

10  20  30  
■…数 t－－ も‘ぢ  m由ny  

図…7il 養 生 jぴi（S46～S49）   

昭和40年代・昭利50年代共に干天時の実緒昭水深ほ鋸  

mm／枠組であ嵐持 そして点群は想滋対応直線にのる傾向  

を示す。   

この時期にほ降雨目数・降雨規が共に多くをり侠性情  

⑳㊦㊨も多く机てくる。これらの点の位置をみると単発  

的な大雨を示す⑳は想定対応檻線よりも増水深が大き目  
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ご【  
この半句の聞雨が降り続き総雨鹿門n雨÷達した。しかし，  

雨薫製はl′≡】10～30rれmとおだやかであり椒水を絞るかどうか  

むずかしかりたのではなかろうか。  

iv）申干し期（iヌト8）  

ー‥lニー干し期においてもプロットは想定対応破線にのる傾  

向がみられる。J軽水深が余り減らないのは南極が広大で  

あること，そして，作付品種によってむ生督戦瀾が異な  

るため通水を止めることばないからである。隕し，帽撒  

50年代では降網高0汀ilれ附近の昭水深の砥のばらつきが大  

きいのがt＿］立つ。昭利40年代の図中ぼ椚は昭和48年の大  

渇水隼時の低である。昭利50年代の図中では，昭利銅牒  

7J弓箭4半句の依である降雨高12．4nlmハ‡】，増水探23．0  
3盲  

nlm／lヨが少々想定対応夜線から外れている。これはザ句  

中に20m叔の＝降雨が2‡∧i続いたためと考えられる。  

∨）ゆ干し後（箋巽卜9）  

三ニ 
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ほト8日 中ニー＝し期十㌻摘～S49き  

30  
nlm血叫   

10  
挿  【lI  ■馬  

20  

区卜血 9∂ 中＜Ⅳ！こL接（S∠盲6～S49）  

想定対応政練明周りに点灘がくることには変わりがな  

いっ昭和50附ヒに入ると少々プロットのばらつきが目立  

つ。降ドi犯鋸職mイ［㍑㍗下で磯二線よりもかなり上にくるプ  

ロットを拾い上げて記録を楓沖してみると以下のような  

ものであることがわかる。  

l．昭和5㍍い＝那針畑野軋」陸離裔3．0王ill閏／＝，増水  

深35．6！ⅥIn／冒はこの半1りを通し‾こ連続した少降雨が  

あった恵与2．昭利5川ミ7Jl第6挙句，降紬盗6．7mtm  

／冒，椒頑深35，6r－1－n／日は半碑：摘草に＝ヨだけ抽IiⅥの埴  
5き  

独降輔があった 3．1捌夏！5川ミ8jん∧†箭5半価，降雨高  
30  10  20  

ト音   ∫号】  

【針山8l〕 中二1こし期（S50～S54）  
m汀、′dGy7・4m－m／軋1保水深34・4mmハ＝ニ半句のイ妄を終附こ37mt好日一！ 6き  

降雨凝があった¢ 4．け銅【ほIf幸三6メニJ第卜甘旬，降雨磯  

9．61Tlm／！；i，職水深30．2nlm／卜！はJ】埴沖県3軋姐続して10   
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r烹卜10之1 落水戯服S凋か～S身鋸  

30  
mm極  

10  20  
ド葦   事盲j   馬  

鰐ト9！） 中干し筏（S50～S54）  

30  
m晶血y  

7）  

～30げimの降ぎ雪洞ゼあった。つまり40n】！滴魔の即時雨と数日  

にわたる連続した少降雨があった域合である。   

昭和㈹年代では渇水年である4錮三のプロットが以前の  

作別に咽べると悪意緋㌫斑紋の近くにきている。これは  

8伸い旬以後降雨があり渇水が緩和されたことによる。  

また，勘那IJ46年8月第6半句では70．7－¶m／仁1の降雨があ  
郎  

りながら取水深が20．4n－－れ／目と絞れていない。ニの準セ  

は前半先から続いて7仁＝鞘肘掛干天を紀録↓たが30＝に  

365mmの大豪雨があ畑∴半句の平均依を乱したものであ   

二J  

V＝ 渾沌瀾＝灘巨10）  

9日の台風関東期県人㌢丸棒雨が多い。区匿墟潤帰一  

兇して悪意紳ござさ直線からかなり離れている。しかしなが  

ら繹細に検討すれば経線で示される傾向が維持されてい  

ることが分かる。すをわち，㊥印で示す9j弓箭5，第6  

半句は刈ヱ操期で水止めを行いだしたと兇てょい。涯娘よ  

りもかなり下にくる無瀾川）点についてみると，牒膵】亜年  

代のものは当該挙句の牒げ埼往泊恥1以上，もしくは前句  

に1㈹m以上の降雨をみている場合である草刈収を前に  

してコンバイン導入♂）ための水憂椚也耐力の上界を期すた  

めであろうか，収水を絞る対象とをる先行降雨は発生期  

10  20  30  
1…碁 Fl】  mm′d町  

図∵川b l掛剰騨S50～S5J4）  

よりも低くをっているび これに水止めに近い針甘箔4旬  

の点が加わったものが紅組よりも低い点群を構成してい  

る。昭利50判じについてみると無恥 もしくは汀椚三旬が  

旗降雨であるにもかかわらずi鑑繰よりもかをり低いノ沃ほ  

いずれも畔撒153年9月第2・第3・第4半句のものであ  

る。昭利53年ほ昭利服年以来の渇水年であった。その用  

順のために稲が早く トフたのであるり したが一つて9jヨに   
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入るとともに欄水も少くてすんだ。その他昭利都塵代と  

同じように前句に」08血れ近い降ド汚のあった半句も含めて  

政線よりも低い点群を鰍戊している。  

Ⅳ．降雨高と取水深の対応のまとめ  

以上名作期別に降雨落と増水深との対応をみてきた。  

その紙j掛】紺】40年代にはある程度までの′川裾雨では増水  

深が変化せず←・定増水がなされ，その後に想産対応i裏窓線に  

沼1て減少する作明がみられた。すをわち薄墨ン水張り  

・代かき・田植期間の稲作前期である。これはかんがい  

初期であり用水地Ⅰ真の水田が全体としては未だ紀聞状蘭  

であり少々の降雨は土ヰりこ浸透するかもしくは川面に域  

水され塀水を控えるまでには至らないからである。   

隊代・水張月拙作みれば水足雀の状態をみる紙験通水や  

稲作の準傭段階でありj錮く探そのものが小さくてよい。  

増水探が′j、さいグ）で少々の降i；】∃があってもJ羽排水に問題  

は生じない。代かき・日鋼盛期では末端までの配水には瀾  

雨も含めて大儲け）周水が時期的に寮島中して翠求されるこ  

とも－一塁ヲミ！である。しかし昭利40年代でも稲作後期は降雨  

があっても増水探が変化しない不掛掛まをくをり．降雨が  

あれば取水が麗ぐに減ぜられ想定対応注き亡線に沿って減少  

する傾向を示している。叫九l闘Fほ0糾℃では馴℃・水  

粥り期を除Vて他はすべて想定紳芯再雲ど線にのる傾向であ  

る。想産対応直線はだいたい切片を干天時の増水深㌧ 冤  

配を1と：する逆比例の濫線とをる。このこと刷降雨と増  

水の聞の鋭敏な対応を示すものであり，はじめの罠，（資  

料の燈明）で述べた純農村地域で考えられる対応関イ系とは  

異るものである。なぜ興る対応関係となっているか結論  

を先に述べれば明治用水地1貢が純皮相地域ではなくなっ  

てきているからである。   

援ト」1に示すように明治用水灘l夏ではこの10ヶ勘二約  

1牒紺地の水田蘭瀾が減り他用途に転用されている。板  

舶也は周知のように地区内で噸次膨張多造展していくもの  

ではなく散開慮粛㍑ている。この点からみて明治用水地  

区は農相・郡市の混住地域と化しているのである。  

従って降雨l頬には水捌夏云flり也′に遺戒された宅地・道路  

への浸湛水が許されない都市型の排水機能が要求される。  

ところが広大な蘭碩せ閲璧した明治閏水馳l互では乏しい  

周水を地‡熟成兼の受益地凍て悩すために潤水路に余水吐  

がほとんどつけられていない。むしろ不質であった。ま  

た下流地区では反復利周を潜潤して上流地1産の神水路へ  

用水路を鑑接継いでいる紳も残っている。   

大降雨があれば宋鴎の小用水路の分水口は地元簡埋濱  

によって閉められる。この時点で明治用水土地改良‡貢が  

舷接管潤する支線・絆線レベルの分水・塀水操作との連  

綿■調整が不徹底となることが多い。そうなると末端小  

【那！‡45年  50年  年度  

図仙‖l鞘れ隠れ地区の受益面梢の変化   
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用水路への分水厳粛分水されずに幹線・支線をそのまま  

流下して行く。と：ころが用水路は当然♂）肇ながら流末に  

をるほどその通水断面綿は絞られている。そこへ設計流  

頗以上の流魔が流下してくるので用水は簡単に用水路か  

ら溢れ出す。また，用水路は分水・配水の落発を得るた  

めに比較的高い析を迫っているので溢れた用水は宅地・  

道路に撥水し易い。   

降雨時に来場小用水路の分水‡」を閉めず欄水をそのま  

まi髭し込み水田に少々の採水を許容して掛け流しの状態  

にすればどうであろうか。水‡董‡の水屁排水‡コの大きさが  

充分であれば過剰を用水は！君面を素通りして排水路に潰  

接落ちるがそれでも浸暮湛水の隠遁ほ生じる。埋ぬは排  

水路・排水河川の通水能力の不足による。不足の傍苦園は  

通水断面碩そのものの不足，混住社会化と鹿家の兼業化  

で排水路・排水河川の川掩え，藻刈り箪の維持管理の手  

抜きによるものと考えられる。   

上述の現状から頭首工・取水矧＝ヨを管〕き】ける明治用水  

土地改磯Igではかんがい期に降抒i弓があった際，嚢岬1の  

ような措置をj保水点で溝ずることが決められた。  

降雨による減水は水路の安全と災客隣止が主目的にお  

かれている。水路グ）安全と災矧坊止が考えられなければ  

ならか、のは先に述べたように宋硝の支線用水路が塀水  

嚢岬1 鞘白月＝1水の降雨による取水操作  

降雨による減水について  

降雨時に水路の安全と災磯防」上のために，次  

のような減水措置を行ないます。   

明治用水地l茎  

イ．大雨注意報又は降雨肇吏が20mmに達する  

と思われるとき  
……17nす砂（約6合）以下  

こJ．降雨魔が30iれmに透すると思われるとき  

…‥10nす秒（約3合）以下   

ハ．大戸汚腎報又は降雨まl墓が401－－－nに透すると  

思われるとき……  

…・61げ秒（約2合）以下   

廉東井儲髄脳   
県♂）管梨控規程により，那持崩藍が151nlnに透す   

ると思われるときは，減水又は断水  

明治用水こじ地改良区，嘲鋸亨i水だより  

Noユ3i即㌢ほ4年4jヨ301ヨ  

地点との連絡不充分のまま分水日を牒ほ鳥からである。  

その意味では各支線レベルでの水月澗水に【翫鋸犠涌が考慮  

されていることになる。しかし水源での増水操作ではこ  

のよう射目面降雨の有効化は第二詭的なものに退いてい  

30  40  川  2〔き  50   

トて、 両 ．小…  

ぎ衰巨12 嘲了川J水心！二地改良区のさ；獅育と収水操作規準  

注1．面柏闇！！那‡i5咽三姥で約（；，5〔き0】組としJ∴  

注2．散大取水儲張水利権水駄毒0‡n盲／sとし7ニぅ  
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ることによって，】詫群のばらつきを助長している鞘絶性もある0   

つまり地区内の用水刺通哨瀾ほの絡みで降雨に対する  

取水操作は降雨兇の階層・分布によって日単位・数日単  

佗の段階をもった応償となっているかもしれない。挙句  

平均することは憂‡箋単位の操作による対応を落とすことに  

怒る。今後さらに地l真の掛伏に応じた適切な応答期間が  

兇い出されねばならないく〉具体的には懇意紳霜夜線から  

大きく外れか丸㈲打点を日単位で渾整瀾∵掩対すること  

である。  

2．稲作々期   

水稲栽培の作期を昭和46年か引昭和銅年まで圃窟的な  

ものとしたが卿禁には年を迫って作如が徐々に前進して  

おり作付品種によっても作期は凝ってくる点 またその年  

の日吉葦ぞ卜気温等の観象条件によっても作期の伸び縮みが  

あ㌫。この作期の変動も点群を乱す要l薫iである。  

3．不感碑   

昭利朝隼代には少々の降雨があっても塀水放が減るこ  

とのない不感膵があったむ Lかし昭利5的三代に入るとこ  

の不感常は謝代・水張り期を除いて姿を消している。  

理由は明代かに出来をかったが，幹線水鵡の改修や昭  

利50年代からのユ操水凝の増加との関連があるかもしれな   

い。  

4．四面降雨の有効化   

降雨を有効に利用してj鋸（腰を減らすことは水資源の  

ひっ迫する今i‡‡東黎な経き邁である。しかし用水地！温単独  

骨降雨に見合う取水操作を行っても降雨の水資源的な有  

効イヒはⅠ票lれないの周水地区の職場兼の土∴下盲庶にダム等  

の貯水施設がなけれぼ取水厳を減じても繊黒た分闇利摘  

されないまま淘へ流下していく。  

従って降雨の有効化とは伴‡水地ぼ内レベルでの有効化  

と流域レベルでの有効化の2両性を持っていることの認  

識が必要である。この両者が有機的に連動した場合に降  

iさ一事の水資源的な有効利祁ができる。  

‡明治用水地区での降雨と増水の対応関係の実態は今ま  

での考察で基本的に把握できたと考えている。残されて  

いか借業は用水酎蘭樟潤いるための汲体的な有効雨腰の  

割り机しである。  

謝  辞   

本言論をまとめるにあたって明治相水土地改良軋 枝下   

る。   

泰001を図化したのが‡男山12であるか前の黒■l‡iで降  

戸l肇と取水の対応を直線と想麓したが実際の増水操灘規準  

でも再紅綬関係が指針とされている。勾配は1よりも少々  
＊  

緩いがほぼ1とみてもいい矧謝 礼8）である。  

操作規軋ま昭利54年のかんがいjをブj前に出されたもので  

あるが，それ以前でも経験的に同じよう別巣作がなされ  

ていたものと思われるり   

脚線姐首工管理室での操作は降廠闇が10i】1mに透した時  

一虎で腎戒灘瀞がとられるが，操作規準の降河∃ま苧たの単イ立に  

は時間・‡ヨ等のスケ・叫ルが放念に落されている。これは  

操作目的の水路安全と災審防止という主旨からすれば目  

附紀より裾廟紬l弓．当套が大きな要図となるからである。降  

戸官財）有舞の予測はある程度まで可能であろうが，！‡川守魔  

・時間雨j夏とのよう息災的な予測は閻経である。このこと  

から撲作に管彗ま室の経煉と勘を働かせる モもしくは働か  

せぎるを拇患い）余地として不完全射酎立表示がとられ  

ている。つまり，榔鋸∨首＝才水の降雨と椒水の対応案織凍と  

りまとめた11l，作期別にみた隙締橘とヱ操水深の対応の図  

表で一塩群が想定細芯直線近辺にばらついていたのは降雨  

魔の予測，地区内降雨燦七増水ノ鼠の河川水伎のズレから  

くる不可避的な睨象もあるといえる。  

Ⅴ．考察の問題点と残された認濁   

1，降雨と増水の応答期瀾   

降雨放と増水鬼を作期別に半句呼吸はて対応関係をみ  

たが方法論的に大きな‡！靂】趨点がある。それは準旬準七沌  

とったことで，これには明純な根拠がないび’陣」平均す  

＊大降ドぎ：＝二なっても6．0汀りsの通水は確保され断水は行   

憩われ患い。理由は明治鰯首工では昭和粥lミ以来工業   

用水2＝加／sのj保水がカ‡】わり常時送水されているから   

である。7 そしてそれ以上の兼が流下していかのほ市椀   

地も含め約8，500他の地区を笛流する良太水路である   

ので一品！；箋．断水すると水j清の水位】－き】複に時間が甘か牒こ   

トによ＆。つま畑取水挽揮と水桟回復の応僧職滝せく   

するために針6．0】l了／sを流下させているのであるひ極   

職な少流腰で虜ると水路内に蝕とりに人が入り水路E亘1   

鍬lかこ人身解放の庵灘が′j三じるぴ もー′〉ともかをりの馨   

雨の場合には矢作川＊川からの塀水は断水として明治   

餓首工からの導水路がもつ約150／‡がグ）妄嘉己城からの流人   

分で工業搾j水2．0‡げ／sをまかなう域含もある＜ン ニれは  

！二摘弓宴誓套が180ぎnぎnに透すると撥水路流域から♂）流出を矢   

作川lへ排水することが河川管翔き着から長澄められないか   

らである＄ その時の流山は肇頑路へ流れ込むように，   

すなわち導水路を秋水路とする施磯ガつけられている。  
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用水土地改良区，愛知県剛脊戯地問孝綱妄業斯から資料の   晰鋸‡】水の上流で同じ矢作川か引隠水する戯肇瀾水に  

提供と多大の脚数示，便宜を噴きました。資料の整理■  枝下用水（約2，40肋α）がある苺取水深と降雨商工つい  

検討では本学【闘I155年度卒業生中酉昭愚僧（現農林水慮  て明津滑川くと同様な方法で葉栗言ました。以下に図を掲げて  

省構造改憲酎司）の協力が大でありました。憐様方に感謝  おく。図の符符はすペて本文に従うものである。  

申し上げます。  

柚木研究は「財団法人トヨタ財臥の研究助成金mmん  

による授肋を′受けました。を捌葦】厚くに御礼申し上げます。 3  

注  と  繍  
∴   

塀水深と降雨高の対応を11】．で吟味した。その際想定  

対応濫線から外れるもののうち降雨分布に関するものが 水20  
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